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同
大
会
は
、
経
済
・
経
営

・
商
学
を
学
ぶ
学
生
の
研
究

活
動
活
性
化
を
目
的
に
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
討
論
部
門

と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

部
門
で
日
ご

ろ
の
研
究
成

果
を
発
表
し

た
。

　
討
論
部
門

に
は
17
大
学

か
ら
95
チ
ー

ム
が
参
加
。

本
学
は
出
場

校
中
最
多
の

15
チ
ー
ム
が

エ
ン
ト
リ
ー

し
、労
働
、国

際
、
財
政
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
同

じ
分
野
を
研
究
し
て
い
る
他

大
学
ゼ
ミ
と
議
論
を
深
め

た
。
討
論
時
間
は
２
時
間
以

上
に
及
び
、
参
加
者
は
熱
を

込
め
て
持
論
を
展
開
し
た

り
、
相
手
の
質
問
に
答
え
た

り
し
て
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
部
門
は
最
終
選

考
に
残
っ
た
10
チ
ー
ム
が
介

護
や
食
料
問
題
な
ど
に
つ
い

て
提
言
を
行
っ
た
。
本
学
は

予
選
通
過
は
な
ら
な
か
っ

た
。
同
部
門
の
審
査
員
だ
っ

た
中
野
英
夫
経
済
学
部
教
授

は
「
学
生
の
ひ
た
む
き
さ
を

感
じ
る
大
会
だ
っ
た
」
と
総

括
。「
ゼ
ミ
に
入
ら
な
い
学

生
も
い
る
が
、
学
び
の
機
会

　
福
島
中
央
テ
レ
ビ
は
郡
山

市
に
あ
り
、
福
島
県
本
宮
市

出
身
の
私
に
と
っ
て
な
じ
み

の
あ
る
テ
レ
ビ
局
で
す
。
そ

こ
で
番
組
制
作
の
実
際
を
知

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
実
習
は
、
局
の
方
が
組
ん

だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ

て
、
取
材
や
中
継
に
同
行

し
、
編
集
作
業
の
立
ち
会
い

も
体
験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

放
送
倫
理
に
つ
い
て
も
学
び

ま
し
た
。
取
材
で
は
自
分
な

り
に
メ
モ
を
と
っ
て
原
稿
を

書
き
、
デ
ス
ク
（
報
道
部
次

長
）
か
ら
直
し
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
最
後
の
２
日

間
は
、
台
風
18
号
に
よ
る
関

東
・
東
北
豪
雨
で
災
害
が
発

生
。
災
害
や
選
挙
時
に
組
ま

れ
る
Ｌ
字
型
放
送
や
、
災
害

時
の
テ
レ
ビ
局
の
動
き
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
経
験
し
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が

徹
夜
で
災
害
の
情
報
を
集

め
、
発
信
す
る
姿
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　
記
者
の
方
に
東
日
本
大
震

▼　成果発表会で活動を報告する鈴木さん 　
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
学
科
の
３
年
次
生
24

人
が
夏
期
休
暇
中
に
行
っ
た

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

（
就
業
体
験
）
の
成
果
発
表

会
が
10
月
３
日
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
同
学
科
の
受
け
入
れ
先
は

新
聞
社
、
出
版
社
、
放
送
局

な
ど
メ
デ
ィ
ア
系
の
企
業
や

印
刷
会
社
、
公
共
機
関
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
20
社
・
団
体
。
当

日
は
受
け
入
れ
先
の
担
当
者

も
参
加
、
学
生
た
ち
の
発
表

を
聞
い
た
。

　
初
の
受
け
入
れ
と
な
っ
た

福
島
中
央
テ
レ
ビ
（
郡
山

市
）
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

し
た
（
８
月
31
日
〜
９
月
11

日
）
鈴
木
花
菜
さ
ん
の
体
験

記
と
、
福
島
中
央
テ
レ
ビ
の

佐
藤
崇
さ
ん
（
取
締
役
報
道

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
積

極
的
に
外
の
世
界
と
交
流

し
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
も
の
は
た
く
さ
ん

あ
る
」
と
話
し
た
。

　
プ
レ
ゼ
ン
部
門
局
長
を
務

め
た
関
優
太
さ
ん
（
経
済

３
）
は
「
プ
レ
ゼ
ン
部
門
の

参
加
者
は
皆
自
分
の
考
え
を

も
っ
て
行
動
、
研
究
し
て
い

る
。
そ
の
姿
を
間
近
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
約
１
年
間
に
わ
た

る
準
備
は
大
変
だ
っ
た
が
貴

重
な
経
験
で
あ
り
、
参
加
者

の
い
い
表
情
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

▲　討論部門で意見を発表する専大チーム

◀
　
プ
レ
ゼ
ン
部
門
の
開
会
式
で

あ
い
さ
つ
す
る
関
さ
ん

　
関
東
最
大
級
の
学
生
の
学
術
発
表
会
「
第
55
回
イ

ン
ナ
ー
大
会
」（
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
関
東

部
会
主
催
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
協
力
）
が
11
月
22
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会
は
本
学

が
高
千
穂
大
学
と
と
も
に
幹
事
校
と
な
り
、
本
学
経

済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
１

０
０
０
人
超
規
模
の
大
会
の
準
備
運
営
を
担
っ
た
。

　
専
修
大
学
経
済
学
部
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
会
は
、
経
済
学

部
に
所
属
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が
相
互
交
流
を
図
る
た
め
の

組
織
で
す
。
日
本
学
生
経
済

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
関
東
部
会
に
も

所
属
し
て
お
り
、
他
大
学
と

も
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
６
ゼ
ミ
（
清
水
真
志
、

鈴
木
直
次
、
徳
田
賢
二
、
中

野
英
夫
、
野
口
旭
、
望
月
宏

の
各
ゼ
ミ
）
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
主
な
活
動
は
大
き
く
二
つ

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
学
内
討
論

大
会
で
す
。
毎
年
７
月
、
各

ゼ
ミ
の
新
入
生
が
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
議
論
を

行
い
ま
す
。普
段
、他
の
ゼ
ミ

と
討
論
す
る
機
会
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
再
認
識

で
き
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
蓄
え
た
知
識
や
新
た
に
調

べ
た
こ
と
を
整
理
し
人
前
で

話
す
こ
と
で
、
情
報
処
理
能

力
や
論
理
的
な
表
現
力
な
ど

自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
イ
ン
ナ
ー
大

会
で
す
。

　
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
関
東
部
会
が
主
催
す
る
関

東
最
大
級
の
学
術
大
会
で
、

今
年
度
は
当
ゼ
ミ
連
と
高
千

穂
大
学
が
共
同
で
大
会
運
営

を
行
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン

・
討
論
の
二
部
門
か
ら
な

り
、
参
加
規
模
は
プ
レ
ゼ
ン

部
門
が
27
大
学
１
３
５
チ
ー

ム
７
１
９
人
、
討
論
部
門
が

17
大
学
95
チ
ー
ム
４
１
０

人
。
合
計
千
人
以
上
が
こ
こ

専
修
大
学
で
日
ご
ろ
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　
両
部
門
と
も
社
会
問
題
に

対
す
る
意
識
を
持
ち
、
解
決

に
向
け
た
方
法
を
模
索
し
ま

す
。

　
ま
た
、
大
会
に
向
け
て
日

ご
ろ
か
ら
意
見
を
交
わ
す
こ

と
で
、
ゼ
ミ
生
間
の
一
体
感

を
強
め
る
と
と
も
に
、
他
大

学
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ゼ
ミ
連
で
の
活
動
は
、
多

面
的
多
角
的
な
視
点
を
養
う

と
同
時
に
、
ゼ
ミ
内
の
活
性

化
や
個
人
の
可
能
性
を
広
げ

る
機
会
拡
大
に
な
る
と
私
た

ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営

す
る
こ
と
で
ゼ
ミ
生
が
共
に

学
び
、
大
学
生
活
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
来
年
度
の
新
規
加

盟
ゼ
ミ
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に s.keizai.zemiren@

gmail.com 

ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
来

年
度
よ
り
Ｈ
Ｐ
を
開
設
予
定

で
す
。

福
島
中
央
テ
レ
ビ
佐
藤
崇
さ
ん
の
話

　
鈴
木
花
菜
さ
ん
が
体
験
し
た
研
修

は
放
送
局
の
仕
事
そ
の
も
の
で
、
番

組
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
す
べ

て
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
２

週
間
、
彼
女
は
日
を
追
っ
て
成
長
し

て
い
き
ま
し
た
。
研
修
の
終
盤
で
は

中
継
現
場
で
編
集
機
に
触
れ
、
ダ
ビ

ン
グ
作
業
も
こ
な
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
か
ら
問
わ
れ
ズ
シ
ン
と

胸
を
突
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、
な
ぜ
す

ぐ
に
駆
け
付
け
な
か
っ
た
の
で
す

か
」
｜
｜
取
材
で
の
基
本
動
作
や
志

を
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

改
め
て
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
鈴
木
さ
ん
に
は
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
メ
デ
ィ
ア
を
見
て
ほ
し
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
糧
に
し
て
自
分

の
道
を
み
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

再認識させられた報道姿勢

取
材
や
中
継
現
場
に
同
行

鈴
木
花
菜
（
文
３
）
テ
レ
ビ
局
で
研
修

委
員
長
　
岡
野 

希
春
（
経
済
３
）

垣
根
越
え
議
論
で
き
る
場
を

関東最大の学術発表会運営担う

経済学部ゼミ連合会

制
作
局
長
）
の
話
を
紹
介
す

る
。

災
の
福
島
第
一
原
発
事
故
の

こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。
な
ぜ
す
ぐ
現
場
に
取

材
に
向
か
わ
な
か
っ
た
の

か
、
私
が
記
者
だ
っ
た
ら
す

ぐ
行
く
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　「
現
場
に
す
ぐ
駆
け
付
け

る
こ
と
は
大
切
。
し
か
し
そ

れ
だ
け
が
正
義
で
は
な
い
。

テ
レ
ビ
報
道
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
な
の
で
、
自
分
だ
け
で
な

く
、
ス
タ
ッ
フ
の
命
や
家
族

の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
お
話
で
し

た
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し

た
。
報
道
部
の
ほ
か
制
作
部

や
営
業
部
の
方
か
ら
も
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
一
つ
の
番

組
が
で
き
る
ま
で
に
か
か
る

人
の
手
の
多
さ
や
仕
事
の
多

様
さ
を
知
り
、
報
道
部
に
し

か
興
味
の
な
か
っ
た
私
に
は

新
鮮
で
し
た
。

　
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

は
ま
だ
迷
い
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
就
職
活
動

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

寄　稿

就
業
体
験
の
成
果
を
発
表

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

◀
　
研
修
を
担
当
し
た
佐
藤
さ
ん

　日本語、日本事情などを担当してき

た中で、心に残る外国人学習者のこと

ばがたくさんある。

◆イタリア人男子留学生。日本の高校

生の生活と意見を知りたいというの

で、息子さん

がいる知人

を紹介した。１時間ほどインタビュー

をし、その後、授業で発表した。恥ず

かしそうに大汗をかきながらプレゼン

したその最後に彼は言った。「○○さ

んは、高校２年生で恥ずかしい人で、

私も恥ずかしい人 ｜ ｜彼の言う「恥ず

かしい」は、'shy'のつもり ｜ ｜です。

恥ずかしい人が恥ずかしい人をインタ

ビューしたので、タァイヘンでした」

と。クラス中が大笑いした。

◆箱根に旅行した英語圏の学習者。

帰ってきて「『ようちょうのしょうけ

い』（羊腸の小径）って面白い！」と

言う。バスの中でガイドさんが歌って

くれた「箱根八里」の中の、この僅

か９拍の、漢字を使うならたった５

文字の表現の中に 'the narrow roads 

that wind like sheep's intestines'

の意味があるのをしきりに感心してい

た。日本語が漢字を取り込み、さらに

「オン」と「くん」の両方で使えるこ

とがいかに有り

難いかをこちら

も改めて感じた。

◆現在のクラスにいる中国人留学生。

私が風邪で、体調の悪かった日の授業

のはじめに「伸び放題の髪、しゃがれ

声、鼻の下の皮が赤く剝
む

けていて見苦

しい格好で…」とちょっと言い訳をし

たところ、すかさず「いえいえ、先

生。なかなか いけてますよ」と。思

わず「座布団３枚！」と言いそうにな

ったのであった。

※短縮版。全文はCALL教室ホームペー

ジで
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杉浦由紀子 経営学部非常勤講師

外国人日本語学習者のことば

日本語

◀
　
筆
者
が
描
い
た
箱
根

「
羊
腸
の
小
径
」


